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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　駆動ユニットに設けられた駆動手段と、前記駆動ユニットに対して光軸方向に相対的に
移動可能に配置され、前記駆動手段を制御する制御手段と、を電気的に接続するフレキシ
ブル基板を前記駆動ユニットに固定する装置であって、
　前記フレキシブル基板の幅方向の両側部に、前記フレキシブル基板の長手方向に互いに
離間して設けられた２つの凸部間に形成される被係止凹部を設けるとともに、前記駆動ユ
ニットに前記フレキシブル基板を挟んだ状態で前記被係止凹部を係止する係止凸部を設け
、
　前記係止凸部の両側面がテーパ面とされ、前記被係止凹部の両側面が前記係止凸部のテ
ーパ面とテーパ角度が異なるテーパ面とされている、ことを特徴とするフレキシブル基板
の固定装置。
【請求項２】
　前記フレキシブル基板の前記被係止凹部は、前記駆動ユニットの前記係止凸部に対して
凹凸嵌合により係止される、
　ことを特徴とする請求項１に記載のフレキシブル基板の固定装置。
【請求項３】
　駆動ユニットに設けられた駆動手段と、前記駆動ユニットに対して光軸方向に相対的に
移動可能に配置され、前記駆動手段を制御する制御手段と、を電気的に接続するフレキシ
ブル基板を前記駆動ユニットに固定する装置であって、
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　前記フレキシブル基板の幅方向の両側部に、前記フレキシブル基板の長手方向に互いに
離間して設けられた２つの凸部間に形成される被係止凹部を設けるとともに、前記駆動ユ
ニットに前記フレキシブル基板を挟んだ状態で前記被係止凹部を係止する係止凸部を設け
、
　前記係止凸部の両側面がテーパ面とされるとともに、前記係止凸部の先端に、前記フレ
キシブル基板の厚さ方向の動きを規制する爪部を設け、前記被係止凹部の両側面が前記係
止凸部のテーパ面とテーパ角度が異なるテーパ面とされている、
　ことを特徴とするフレキシブル基板の固定装置。
【請求項４】
　前記係止凸部の先端に、前記フレキシブル基板の厚さ方向の動きを規制する爪部を設け
た、
　ことを特徴とする請求項２に記載のフレキシブル基板の固定装置。
【請求項５】
　前記被係止凹部の両側に配置された前記２つの凸部の突出量を互いに異ならせ、該突出
量が小さい凸部側の前記フレキシブル基板の幅を部分的に狭くした、
　ことを特徴とする請求項２に記載のフレキシブル基板の固定装置。
【請求項６】
　前記駆動ユニットが、ホール素子を有する防振ユニットを含む光学ユニットである、
ことを特徴とする請求項１～５のいずれか一項に記載のフレキシブル基板の固定装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば、カメラ、デジタルカメラ、ビデオカメラなどの光学装置のレンズ鏡
筒において、光軸方向に移動するレンズ群（駆動ユニット）の保持枠にフレキシブル基板
を取り付ける際のフレキシブル基板の固定装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来のフレキシブル基板の固定装置としては、例えば、図１１に示すように、フレキシ
ブル基板１００の幅方向の片側に溝１０１を設け、該溝１０１に係合部材１０２を入り込
ませたものがある。この係合部材１０２でフレキシブル基板１００の幅方向および長手方
向の動きを規制することにより、フレキシブル基板１００を固定している（特許文献１参
照）。
【０００３】
　また、図１２に示すように、リジット基板１０３にフレキシブル基板１００を通す切り
欠き部１０４を設け、切り欠き部１０４の両側縁に設けた係合凸部１０５にフレキシブル
基板１００の両側に設けた被係合凸部１０６を引っ張り方向に係合させるものがある（特
許文献２参照）。
【特許文献１】特開平０８－２７１７７９号公報
【特許文献２】特開平０８－１０２５７５号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、上記特許文献１では、フレキシブル基板１００の幅方向の片側に設けた溝１０
１にしか係合部材１０２が係合しないため、フレキシブル基板１００の規制が不十分であ
る。
【０００５】
　このため、係合部材１０２を動かした場合に、フレキシブル基板１００が該フレキシブ
ル基板１００の長手方向を軸とした回転方向に動いて係合位置からずれてしまう虞れがあ
る。
【０００６】
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　一方、上記特許文献２では、フレキシブル基板１００の被係合凸部１０６がリジット基
板１０３の係合凸部１０５に対して引っ張り方向にしか係合しないため、フレキシブル基
板１００が押し込み方向に動いてしまう。
【０００７】
　このため、レンズ鏡筒内の移動レンズ群等の光学ユニットに適用する場合には、移動レ
ンズ群の光軸方向の移動によってフレキシブル基板１００が押し込み方向に移動して係合
位置からずれてしまう。
【０００８】
　そこで、本発明は、相対移動する駆動ユニットに対してフレキシブル基板を長手方向、
回転方向、幅方向および厚さ方向に位置ずれしないように固定することができるフレキシ
ブル基板の固定装置を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上記目的を達成するために、本発明のフレキシブル基板の固定装置は、駆動ユニットに
設けられた駆動手段と、前記駆動ユニットに対して光軸方向に相対的に移動可能に配置さ
れ、前記駆動手段を制御する制御手段と、を電気的に接続するフレキシブル基板を前記駆
動ユニットに固定する装置であって、前記フレキシブル基板の幅方向の両側部に、前記フ
レキシブル基板の長手方向に互いに離間して設けられた２つの凸部間に形成される被係止
凹部を設けるとともに、前記駆動ユニットに前記フレキシブル基板を挟んだ状態で前記被
係止凹部を係止する係止凸部を設け、前記係止凸部の両側面がテーパ面とされ、前記被係
止凹部の両側面が前記係止凸部のテーパ面とテーパ角度が異なるテーパ面とされている、
ことを特徴とする。
　また、本発明のフレキシブル基板の固定装置は、駆動ユニットに設けられた駆動手段と
、前記駆動ユニットに対して光軸方向に相対的に移動可能に配置され、前記駆動手段を制
御する制御手段と、を電気的に接続するフレキシブル基板を前記駆動ユニットに固定する
装置であって、前記フレキシブル基板の幅方向の両側部に、前記フレキシブル基板の長手
方向に互いに離間して設けられた２つの凸部間に形成される被係止凹部を設けるとともに
、前記駆動ユニットに前記フレキシブル基板を挟んだ状態で前記被係止凹部を係止する係
止凸部を設け、前記係止凸部の両側面がテーパ面とされるとともに、前記係止凸部の先端
に、前記フレキシブル基板の厚さ方向の動きを規制する爪部を設け、前記被係止凹部の両
側面が前記係止凸部のテーパ面とテーパ角度が異なるテーパ面とされている、ことを特徴
とする。
【発明の効果】
【００１０】
　本発明によれば、フレキシブル基板の幅方向の両側部に設けた被係止凹部が駆動ユニッ
トに設けた係止凸部に幅方向に挟まれた状態で係止される。これにより、相対移動する駆
動ユニットに対してフレキシブル基板を長手方向、回転方向、幅方向および厚さ方向に位
置ずれしないように固定することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１１】
　以下、本発明の実施の形態の一例を図を参照して説明する。
【００１２】
　図１は本発明の実施の形態の一例であるフレキシブル基板の固定装置を説明するための
斜視図、図２はＩＳフレキシブル基板とＩＳユニットのホール素子保持枠との固定構造を
説明するための断面図である。図３は図２に示すＩＳフレキシブル基板を展開した状態を
示す図、図４はホール素子保持枠を光軸方向から見た一部を破断した図、図５はデジタル
カメラのレンズ鏡筒の沈胴状態の断面図、図６はデジタルカメラのレンズ鏡筒のワイド状
態の断面図である。図７はデジタルカメラのレンズ鏡筒のテレ状態の断面図、図８および
図９はＩＳユニットの動作を説明するための図、図１０はデジタルカメラの制御ブロック
図である。
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【００１３】
　まず、図５～図７を参照して、デジタルカメラのレンズ鏡筒について説明する。
【００１４】
　このレンズ鏡筒は、固定筒１、駆動筒２、カバー筒３、１群レンズ鏡筒４、移動カム筒
５、および直進筒６を備えており、直進筒６の内側に２群レンズ鏡筒７および３群ユニッ
ト８が配置されている。
【００１５】
　固定筒１の内面には、カム溝１ａおよび直進溝が形成されている。駆動筒２は固定筒１
の内側で回転駆動され、外周部にギヤ２ａが一体に設けられている。駆動筒２の内面には
、カム溝２ｃが形成されている。また、駆動筒２には、ＩＳフレキシブル基板８１、ＳＨ
フレキシブル基板９３、が通る穴２ｂと、移動カム筒５のカムピン５ｄをガイドする直進
溝が形成されている。
【００１６】
　駆動筒２のギヤ２ａには、減速機構（不図示）を介してＰＺモーター１４の動力が伝達
され、ＰＺモーター１４を駆動することにより駆動筒２が回転する。カバー筒３は、図６
に示すワイド状態、図７に示すテレ状態およびその間のズーム領域での撮影時に内側の１
群レンズ鏡筒４および移動カム筒５を保護するための化粧筒である。
【００１７】
　カバー筒３の外面には、不図示のカムピンと直進キーとが設けられている。カバー筒３
の内面には、直進溝３ａが形成されている。カバー筒３の直進キーは駆動筒２の側面の穴
を貫通して固定筒１の直進溝に沿って光軸方向にガイドされ、かつカバー筒３のカムピン
が駆動筒２のカム溝２ｃに沿って動くことにより、カバー筒３は回転することなく光軸方
向に移動する。
【００１８】
　１群レンズ鏡筒４は、１群レンズを保持し、沈胴状態ではバリア羽根４１により１群レ
ンズを保護し、撮影状態ではバリア開きスプリング４２の作用によりバリア羽根４１を収
納する。１群レンズ鏡筒４の外面側には直進キー４ａが設けられ、１群レンズ鏡筒４の内
面には不図示の直進溝とカムピンとが設けられている。直進キー４ａは、カバー筒３の直
進溝３ａに沿って回転することなく光軸方向に移動する。
【００１９】
　移動カム筒５は、外面側にカム溝５ａが形成され、内面側にカム溝５ｂ，５ｃが形成さ
れている。また、移動カム筒５には、カムピン５ｄ（図６参照）が一体に設けられている
。カムピン５ｄは、駆動筒２の直進溝を貫通して回転方向にガイドされ、かつ固定筒１の
カム溝１ａに沿って移動する。これにより、移動カム筒５は、駆動筒２が回転することに
より、駆動筒２と一体に回転しながら光軸方向に直進移動する。このとき、１群レンズ鏡
筒４の内側の不図示のカムピンが外側の移動カム５のカム溝５ａに沿って動くため、１群
レンズ鏡筒４が光軸方向に移動する。
【００２０】
　直進筒６は、直進キー６ａおよび直進溝６ｂ，６ｃを有し、直進キー６ａが１群レンズ
鏡筒４の直進溝４ｂに沿って光軸方向に移動する。また、２群レンズ鏡筒７にはカムピン
（不図示）および直進キー７ｂが一体に形成され、３群ユニット８には、３群ベース部材
８３にカムピン８３ａおよび直進キー８３ｂが一体に形成されている。
【００２１】
　そして、２群レンズ鏡筒７のカムピン、３群ユニット８のカムピン８３ａが移動カム筒
５のカム溝５ｂ，５ｃに沿って移動し、かつ２群レンズ鏡筒７の直進キー７ｂ、３群ユニ
ット８の直進キー８３ｂが直進筒６の直進溝６ｂ，６ｃに沿って移動する。これにより、
２群レンズ鏡筒７および３群ユニット８は回転することなく光軸方向に移動する。
【００２２】
　３群ユニット８には、シャッター機構、絞り機構、ＮＤフィルターを含むＳＨユニット
、シフトレンズである３群レンズをシフト駆動するＩＳユニット（図１参照）が一体に設
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けられている。
【００２３】
　ＳＨユニット側には、シャッター機構を駆動するアクチュエータ９４、絞り機構のアク
チュエータであるモーター９５、絞り羽根９６、シャッター羽根９７、ＮＤフィルター９
８、ＮＤフィルターを駆動するアクチュエータ９９が設けられている。ＳＨユニットはＳ
Ｈフレキシブル基板９３を介して制御基板（不図示）に接続され、ＩＳユニットはＩＳフ
レキシブル基板８１を介して制御基板（不図示）に接続される。
【００２４】
　次に、図８および図９を参照して、ＩＳユニットについて説明する。
【００２５】
　図８に示すように、３群ユニット（光学ユニット）８の３群レンズ保持枠８２には、３
群レンズ８０が保持されている。３群レンズ保持枠８２と３群ベー図部材８３との間は、
引っ張りスプリング８９，９０によって径方向に連結されている。２つの引っ張りスプリ
ング８９は、３群レンズ保持枠８２を径方向外方に付勢しており、３群レンズ保持枠８２
の光軸周りの回転を防止している。
【００２６】
　また、２つの引っ張りスプリング８９は、３群レンズ８０の光軸方向に傾けられて配置
されている。２つの引っ張りスプリング８９と光軸方向と平行に配置された引っ張りスプ
リング９０とにより、図５を参照して、光軸方向にボール９１を間挟んで３群レンズ保持
枠８２を３群ベース部材８３に対して片寄せしている。そして、挟まれたボール９１が転
がることにより３群レンズ保持枠８２は光軸と直交する方向に移動することができ、これ
により、３群レンズ８０を光軸からシフトさせることができる。
【００２７】
　ホール素子８６は、ＩＳフレキシブル基板８１上に実装されている素子であり、周方向
に互いに９０°離間して２箇所配置され、ＩＳフレキシブル基板８１を介して不図示の制
御基板に接続されている。制御基板は、後述するＣＰＵや信号処理回路などが実装された
デジタルカメラ全体の制御をする制御装置である。また、ＩＳフレキシブル基板８１はホ
ール素子保持枠８４に固定されている。ホール素子保持枠８４は、３群レンズ保持枠８２
を間に挟んで３群ベース部材８３にビス止め固定されている。
【００２８】
　３群レンズ保持枠８２には、ホール素子８６をＮ極とＳ極とで挟むように着磁されたマ
グネット８７とヨーク８８とが設けられており、ヨーク８８の穴から漏れてくる磁界を２
つのホール素子８６の出力として制御基板で検出する。図９に示すように、３群レンズ保
持枠８２が移動すると、ホール素子８６を通る磁界が変化し、これにより、ホール素子出
力が変化して、３群レンズ保持枠８２の位置を検出することができる。
【００２９】
　また、図５～図７に示すように、マグネット８７のヨーク８８の光軸方向の反対側には
コイル９２が配置されており、コイル９２は３群ベース部材８３に取り付けられている。
コイル９２はＩＳフレキシブル基板８１を介して不図示の制御基板に接続され、コイル９
２に電流を流すことにより電磁力が発生して、３群レンズ保持枠８２を動かすことができ
る。
【００３０】
　以上、３群ユニット８のＩＳユニットについて説明したが、ズーム動作で３群ユニット
８が光軸方向に移動すると、図７のテレ状態の場合には３群ユニット８が被写体側に繰り
出される。そして、ＩＳフレキシブル基板８１の３群ユニット８の取付側は弾性力により
被写体の反対方向に引っ張られる。一方、図６のワイド状態や図５の沈胴状態では、ＩＳ
フレキシブル基板８１の３群ユニット８に取り付けられたホール素子８６側は逆にＩＳフ
レキシブル基板８１の弾性力により被写体側に押されることになる。
【００３１】
　また、ＩＳフレキシブル基板８１のホール素子８６の取り付け部は、図５～図７に示す
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ように、ホール素子保持枠８４に形成された穴を通って９０°曲げられてプレート８５で
押えられている。
【００３２】
　しかし、ＩＳフレキシブル基板８１が曲げ部付近で、図５～図７の上下方向に動くこと
によってＩＳフレキシブル基板８１の弾性力の影響を受けると、ホール素子８６の位置が
光軸方向に微妙に変化してしまう可能性がある。ホール素子８６とマグネット８７とのギ
ャップが微妙に変化すると、ホール素子８６の出力が変化するため、３群レンズ保持枠８
２が移動したと誤検知してしまう。
【００３３】
　そこで、本実施の形態では、次のようにして誤検知を防止する。
【００３４】
　まず、図２および図３に示すように、ＩＳフレキシブル基板８１の幅方向の両側部に、
該フレキシブル基板８１の長手方向に互いに離間する２つの凸部８１ａ，８１ｂを設けて
、各凸部８１ａ，８１ｂ間に被係止凹部８１ｃを形成する。
【００３５】
　被係止凹部８１ｃの両側に配置された２つの凸部８１ａ，８１ｂは突出量が互いに異な
っており、該突出量が小さい凸部８１ａ側のＩＳフレキシブル基板８１の幅は部分的に狭
くなって組み込み部８１ｄとされている。
【００３６】
　ホール素子８６は、ホール素子実装部８１ｈに半田付けされる。なお、図３において符
号８１ｅは、ホール素子８６の位置決め部である。また、符号８１ｆは、コイル端子部で
あり、図２に示すように、ホール素子保持枠８４、マグネット８７をまたいで、３群ベー
ス部材８３に固定されているコイル９２の端子をマグネット８７と逆側から半田付けされ
て配線される。
【００３７】
　ホール素子保持枠８４には、ＩＳフレキシブル基板８１側の被係止凹部８１ｃを幅方向
の両側から挟み込んだ状態で係止する係止凸部８４ａが設けられている。係止凸部８４ａ
の先端には、ＩＳフレキシブル基板８１の厚さ方向の動きを規制する爪部８４ｂ（図４参
照）が設けられている。
【００３８】
　係止凸部８４ａの両側部はテ－パ面とされ、被係止凹部８１ｃの両側部もテーパ部とさ
れている。被係止凹部８１ｃのテーパ部に係止凸部８４ａのテーパ面がＩＳフレキシブル
基板の長手方向に挟まれた状態で、被係止凹部８１ｃが係止凸部８４ａに係止される。
【００３９】
　ここで、被係止凹部８１ｃのテーパ部は、係止凸部８４ａのテーパ面よりテーパ角が小
さく設定されている。これにより、被係止凹部８１ｃが係止凸部８４ａに強固に係止され
フレキシブル基板８１をコネクタ側から引っ張っても係止位置の反対側には力が伝わらな
いようになっている。
【００４０】
　また、被係止凹部８１ｃの両側の２つの凸部８１ａ，８１ｂは、凸部８１ａの突出量が
凸部８１ｂの突出量より小さくなっている。これにより、フレキシブル基板８１の弾性を
利用して、前述の組み込み部８１ｄを爪８４ｂの間に通した後に、凸部８１ａを変形させ
て係止凸部８４ａを乗り越えさせる。
【００４１】
　これにより、被係止凹部８１ｃが係止凸部８４ａに係止され、位置決め状態となる。こ
のとき、ＩＳフレキシブル基板８１の組み込み部８１ｄが他の部分より幅狭となっている
ので、ホール素子保持枠８４の爪８４ｂの間を通し易くすることができる。
【００４２】
　このように、ＩＳフレキシブル基板８１の被係止凹部８１ｃがホール素子保持枠８４の
係止凸部８４ａに幅方向の両側から挟まれた状態で係止され、かつ爪部８４ｂによってＩ
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Ｓフレキシブル基板８１の厚さ方向の動きが規制されている。
【００４３】
　これにより、ズーム動作で３群ユニット８が光軸方向に移動した際に、ＩＳフレキシブ
ル基板８１が弾性変形して図５～図７の上下方向に動いた場合でも、該動きがＩＳフレキ
シブル基板８１のホール素子実装部８１ｈまで伝達されるのを回避することができる。こ
の結果、ホール素子８６が３群ユニット８内で動くことを防止することができ、誤検知を
防止することができる。
【００４４】
　なお、図５～図７において、符号１０はＣＣＤホルダーであり、ＣＣＤホルダー１０は
撮像素子であるＣＣＤと光学ＬＰＦを保持し、固定筒１に不図示のビスを介して固定され
てレンズ鏡筒全体の外枠を構成している。また、ＣＣＤホルダー１０から延びるガイド軸
には、４群レンズ鏡筒９がガイド軸に沿って光軸方向に移動可能に軸支されており、４群
レンズ鏡筒９は、不図示のＡＦモーターの回転によりスクリュー・ナット機構を介して光
軸方向に移動する。また、４群レンズ鏡筒９は、不図示のフォトインタラプタによるリセ
ット手段で特定のリセット位置でリセット検出される。
【００４５】
　次に、図１０を参照して、図１～図９で説明したレンズ鏡筒が装着されるデジタルカメ
ラの制御系について説明する。
【００４６】
　デジタルカメラは、ＣＰＵ１０１、信号処理回路１０２、電源制御手段１０３、操作手
段１０４、スピーカ１０５、ＬＣＤ１０６、および信号出力端子１０７を備える。また、
デジタルカメラは、記録手段１０８、マイク１０９、ストロボ１１０、通信端子１１１、
角速度センサー－１１２、および撮像装置１１３を備える。
【００４７】
　撮像装置１１３において、撮像素子１１４は、レンズにより結像された像を光電変換し
て映像信号として出力するＣＣＤから構成される。シャッター駆動手段１２０は、シャッ
ターの開閉を行う。絞り駆動手段１１９は、絞り機構を駆動する。ＡＦリセット手段１１
７は、ＡＦ動作をリセットする。ＡＦモーター１１８は、フォーカスレンズを駆動する。
ＰＺリセット手段１１５は、ズーム動作をリセットする。ＰＺモーター１１６は、その回
転によりカム環を回転させ、ズーム駆動を行う。
【００４８】
　ＣＰＵ１０１は、デジタルカメラ全体を制御する。信号処理回路１０２は、撮像素子１
１４から出力される映像信号に対し、増幅、Ａ／Ｄ変換、γ処理、圧縮、Ｄ／Ａ変換、Ａ
Ｆ評価値の生成等の各種の処理を行う。マイク１０９は、音声を電気信号に変換して、信
号処理回路１０２に入力する。ＬＣＤ１０６は、撮影画像を表示する。信号出力端子１０
７は、デジタルカメラ外部のモニタ等の機器に画像や音声を出力するための端子である。
スピーカ１０５は、音声を出力する。
【００４９】
　信号処理回路１０２で信号処理された信号が、ＬＣＤ１０４、スピーカ１０６、信号出
力端子１０７からそれぞれ画像音声出力として再生され、出力される。操作手段１０４は
、デジタルカメラを操作するための、電源スイッチ、ズームキー、レリーズボタン等の各
種操作部材から構成される。記録手段１０８は、静止画及び動画の画像データや音声など
を記録する交換可能なメモリメディアである。
【００５０】
　通信端子１１１は、外部機器と通信を行うための端子である。電源制御部１０３は、バ
ッテリ、ＤＣ／ＤＣコンバータ、制御回路、バッテリチェック回路等から構成される。バ
ッテリは、デジタルカメラ全体に電源の供給を行う。ＤＣ／ＤＣコンバータは、各部に供
給する電圧を変換して作り出す。制御回路は、各部に供給される電圧／電流の制御を行う
。バッテリチェック回路は、バッテリチェックのための電圧測定を行う。
【００５１】
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　本実施の形態のデジタルカメラは、ユーザによる操作手段１０４からの電源オフ操作時
に、レンズ鏡筒が短くなり、デジタルカメラ本体に収納される沈胴式になっている。
【００５２】
　電源オン操作された場合には、ＰＺモーター１１６が回転し、減速機構（不図示）によ
り減速された後、カム環が回転し、ワイド（広角側）の繰り出し状態になる。その繰り出
しの途中で、ＰＺリセット手段１１５によりズームをリセットする。これにより、ＣＰＵ
１０１は、その後のＰＺモーター１１６の通電パルスをカウントすることにより、常にレ
ンズの位置を把握することができる。
【００５３】
　電源オフ操作された場合には、上記とは逆に、ＰＺモーター１１６が逆転し、カム環が
逆転し沈胴する。繰り出し状態で、操作手段１０４の上記ズームキーによるワイド（広角
側）、テレスコープ（望遠側）操作がなされた場合には、ＰＺモーター１１６が回転し、
カム環がワイド（広角側）－テレスコープ（望遠側）間で回転する。これにより、デジタ
ルカメラのズーム動作が行われる。
【００５４】
　角速度センサー１１２は、デジタルカメラ本体が手振れにより動くことにより生ずる角
速度を検出する。検出された角速度により撮影される画面が振れる量に対応したシフトレ
ンズ群のシフト量をＣＰＵ１０１で演算する。その演算結果に基づきシフト駆動手段１２
２によりシフトレンズ群を駆動し、その駆動量をシフト検出手段１２１で検出してフィー
ドバック制御する。
【００５５】
　動画を撮影する場合は、ＣＰＵ１０１は、信号処理回路１０２で撮像素子１１３からの
映像信号に処理を施した信号を基にＡＥ（Auto  Exposure）処理を行って露出を決め、絞
り駆動手段１１９を駆動して絞り値を決定する。また、同時に、ＣＰＵ１０１は、ＡＦ評
価値をチェックし、ＡＦ評価値が低い場合にはＡＦモーター１１８を低速で駆動し、ＡＦ
評価値の高い位置にフォーカスレンズ１を移動させ停止させる。これらの動作は、動画撮
影中に行ってもよく、各アクチュエータを必ずしも停止させなくてもよい。
【００５６】
　静止画を撮影する場合は、ユーザが操作手段１０４のレリーズボタンを押すと、まず、
ＣＰＵ１０１は、ＡＦリセット部１１７及びＡＦモーター１１８を駆動し、レンズを通し
た被写体像のピントが合うように制御する。次に、ＣＰＵ１０１は、撮像素子１１３の出
力を基にＡＥ処理を行い、適正な露光量となる絞り値とシャッタースピードを決定し、絞
り駆動手段１１９を駆動して適正な露光量になるように絞りを制御する。
【００５７】
　次に、ＣＰＵ１０１は、撮像素子１１３をリセットして光電変換により電荷の蓄積を開
始し、シャッター駆動手段１１４により上記ＡＥ処理で決定したシャッタースピードにな
るようにシャッターを閉じる制御を行う。露光量が足りない場合には、ＣＰＵ１０１は、
電荷蓄積開始からシャッターが開いている時間内にストロボ１１０を発光させる。ＣＰＵ
１０１は、撮影された映像信号を信号処理回路１０２で処理し、処理された静止画データ
を記録手段１０８に記録する。
【００５８】
　以上説明したように、本実施形態では、ＩＳフレキシブル基板８１の被係止凹部８１ｃ
がホール素子保持枠８４の係止凸部８４ａに幅方向の両側から挟まれた状態で係止され、
かつ爪部８４ｂによってＩＳフレキシブル基板８１の厚さ方向の動きが規制されている。
【００５９】
　これにより、相対移動する３群ユニット８に対してＩＳフレキシブル基板８１を長手方
向、回転方向、幅方向および厚さ方向に位置ずれしないように固定することができる。
【００６０】
　この結果、上述したように、ズーム動作で３群ユニット８が光軸方向に移動した際に、
ＩＳフレキシブル基板８１が弾性変形して図５の上下方向に動いた場合でも、該動きがホ
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、ホール素子８６が３群ユニット８内で動くことを防止して、誤検知をなくすことができ
る。
【００６１】
　なお、本発明は上記実施の形態に例示したものに限定されるものではなく、本発明の要
旨を逸脱しない範囲において適宜変更可能である。
【００６２】
　例えば、ＳＨユニット側のＳＨフレキシブル基板９３にＩＳフレキシブル基板８１の被
係止凹部８１ｃと同様に、２つの凸部９３ａ，９３ｂ間に被係止凹部９３ｃを形成して、
ホール素子保持枠８４の係止凸部８４ａに係止することができる。
【００６３】
　また、上記実施の形態では、フレキシブル基板により機器の一部の相対移動する部分と
他の固定部分とを電気的に接続されるような機器に応用できる可能性がある。
【図面の簡単な説明】
【００６４】
【図１】本発明の実施の形態の一例であるフレキシブル基板の固定装置を説明するための
斜視図である。
【図２】ＩＳフレキシブル基板とＩＳユニットのホール素子保持枠との固定構造を説明す
るための断面図である。
【図３】図２に示すＩＳフレキシブル基板を展開した状態を示す図である。
【図４】ホール素子保持枠を光軸方向から見た一部を破断した図である。
【図５】デジタルカメラのレンズ鏡筒の沈胴状態の断面図である。
【図６】デジタルカメラのレンズ鏡筒のワイド状態の断面図である。
【図７】デジタルカメラのレンズ鏡筒のテレ状態の断面図である。
【図８】ＩＳユニットの動作を説明するための図である。
【図９】ＩＳユニットの動作を説明するための図である。
【図１０】デジタルカメラの制御ブロック図である。
【図１１】従来のフレキシブル基板の固定装置を説明するための図である。
【図１２】従来のフレキシブル基板の固定装置を説明するための図である。
【符号の説明】
【００６５】
８　　　３群ユニット（光学ユニット）
８０　　３群レンズ
８１　　ＩＳフレキシブル基板
９３　　ＳＨフレキシブル基板
８１ａ　凸部
８１ｂ　凸部
８１ｃ　被係止凹部
８２　　３群レンズ保持枠
８３　　３群ベース部材
８４　　ホール素子保持枠
８４ａ　係止凸部
８４ｂ　爪部
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